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▲明るく元気で軽快なトークでの講演を受けた。左上：講演する中野雅至教授

▲京交労組　0－6　宝塚市職労

▲八幡市職労　0－2　大阪市職
▲八幡市職労・
寺田さん

▲京都市職・
中川さん・林さん

▲ユース職組
清水さん

▲京都市職
奥本さん

府
本
部
第
８９
回
定
期
大
会

日
時

９
月
２８
日（
土
）１３
：
００
～

場
所

京
都
市
・
ラ
ボ
ー
ル
京
都

　

主
催
者
を
代
表
し
て
岡
本

哲
也
執
行
委
員
長
は
、
過
日

成
立
し
た
地
方
自
治
法
の
改

正
法
案
に
触
れ
、「
地
方
分

権
と
い
い
つ
つ
中
央
集
権
化

を
良
し
と
す
る
流
れ
と
な
っ

て
い
な
い
か
。
自
治
体
現
場

を
知
ら
な
い
中
央
で
議
論
さ

れ
決
ま
る
法
律
に
規
定
さ
れ

る
私
た
ち
の
業
務
。
住
民
に

一
番
近
い
私
た
ち
が
住
民
の

声
を
聞
い
て
、
地
域
に
合
っ

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
こ
と
が
自
治
研
活
動

だ
。
み
な
さ
ん
も
周
り
に
あ

る
身
近
な
課
題
に
職
場
や
組

合
の
仲
間
と
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
、
森
本
尚
秀
実
行
委

員
長
が
基
調
提
起
を
行
っ

た
。「
人
口
減
少
と
東
京
一

極
集
中
が
進
む
中
、
地
方
自

治
体
の
存
続
や
地
域
活
性

化
、
少
子
化
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
私
た
ち
の
ま
ち
を

愛
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状

態
で
あ
り
継
続
性
の
あ
る
幸

福
）
な
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
。
住
民
の
安
心
と
安
全
を

支
え
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ル
を
提
供
し
続
け
る
た
め

に
、
何
が
で
き
る
の
か
。
み

ん
な
が
わ
く
わ
く
し
、
ハ
ッ

ピ
ー
な
世
の
中
を
創
り
た
い

と
い
う
思
い
を
共
有
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
神
戸
学
院
大
学

現
代
社
会
学
部
の
中
野
雅
至

教
授
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
日

本
経
済
と
地
域
社
会
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
受
け
た
。

中
野
教
授
は
、自
治
体
職
員
、

旧
労
働
省
官
僚
等
を
経
て
２

０
１
４
年
４
月
か
ら
同
大
学

で
教
授
を
務
め
る
一
方
、「
あ

さ
パ
ラ
」
や
「
そ
こ
ま
で
言

っ
て
委
員
会
Ｎ
Ｐ
」
等
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
情
報

・
報
道
番
組
に
も
数
多
く
出

演
さ
れ
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、
自
身
の
公
務

員
と
し
て
の
経
験
を
基
に
、

公
務
員
制
度
や
役
所
の
変
化

を
紹
介
し
、
現
代
の
公
務
員

に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い

て
話
し
た
。
公
務
員
批
判
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
「
以
前
は
不
祥
事
や
無
駄

遣
い
が
批
判
の
対
象
と
な

り
、
厳
し
い
公
務
員
バ
ッ
シ

ン
グ
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た

が
、
近
年
で
は
そ
う
し
た
風

潮
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」
と

述
べ
公
務
員
の
不
祥
事
が
減

少
し
た
こ
と
や
、
社
会
全
体

の
人
手
不
足
が
影
響
し
て
い

る
と
分
析
。「
公
務
員
の
数

が
減
り
、
業
務
が
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
中
で
、
住
民
と

の
協
力
が
不
可
欠
だ
」
と
強

調
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
向
け
た
知
恵
の
重
要

　

８
月
１９
～
２１
日
、
自
治
労

近
畿
地
連
第
４４
回
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
大
阪
市
・
寝
屋
川
市

性
に
も
触
れ
た
。
京
都
市
や

他
の
自
治
体
の
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、定
住
人
口
の
増
加
に

成
功
し
て
い
る
地
域
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
地
域
住
民
が

自
発
的
に
地
域
づ
く
り
に
関

わ
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、「
地
域
社
会
に

お
け
る
役
所
や
公
務
員
の
役

割
が
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、

住
民
と
協
力
し
て
地
域
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
」
と
話
し
、「
政
策
の
透

明
性
や
住
民
へ
の
説
明
責
任

が
強
調
さ
れ
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
た
。

　

分
科
会
で
は
、
３
つ
の
分

科
会
で
各
単
組
か
ら
提
出
さ

れ
た
１２
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
報

告
さ
れ
た
。
各
分
科
会
か
ら

優
秀
レ
ポ
ー
ト
賞
・
京
都
自

治
総
研
理
事
長
賞
を
選
考
し

た
。
優
秀
レ
ポ
ー
ト
等
受
賞

者
は
、
１０
月
４
～
５
日
に
島

根
県
で
開
催
さ
れ
る
第
４０
回

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
に

招
待
す
る
。

で
開
催
さ
れ
た
。
京
都
か
ら

は
、
野
球
の
部
に
京
都
交
通

労
組
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

各
賞
は
次
の
と
お
り
。

【
優
秀
賞
】

●
「
地
域
自
治
と
ご
み
問
題

を
考
え
る
」
中
川
純
・
林
竜

一
（
自
治
労
京
都
市
職
清
掃

支
部
）

●
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

介
護
予
防
施
策
等
に
必
要
な

視
点
に
つ
い
て
」
寺
田
晧
介

（
八
幡
市
職
労
）

に
は
八
幡
市
職
労
が
出
場
し

た
。

　

野
球
の
部
の
１
回
戦
、
京

●
「
能
登
半
島
へ
の
災
害
派

遣
と
そ
の
考
察
」
奥
本
泰
弘

（
自
治
労
京
都
市
職
清
掃
支

部
）

【
自
治
総
研
理
事
長
賞
】

●
「
若
者
と
地
域
住
民
の
つ

な
が
り
を
、『
地
域
通
貨
』

で
つ
く
る
」
清
水
方
人
（
ユ

ー
ス
職
組
）

交
労
組
は
、
兵
庫
代
表
の
宝

塚
市
職
と
対
戦
し
た
。
京
交

は
２
回
裏
、
四
球
と
単
打
で

２
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作

る
も
無
得
点
。
宝
塚
は
３
回

表
エ
ラ
ー
と
単
打
に
足
を
絡

め
３
点
を
先
制
。
６
回
に
も

２
死
２
・
３
塁
か
ら
３
ラ
ン

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
し
追

加
点
を
あ
げ
た
。
京
交
は
０

対
６
で
惜
敗
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
、
八

幡
市
職
労
は
１
回
戦
で
大
阪

市
職
と
対
戦
。
攻
撃
・
守
備

と
も
粘
り
を
見
せ
た
が
、
セ

ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
０
対
２
で
惜

敗
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
夏
の

休
日
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
旅

行
や
実
家
へ
帰
省

さ
れ
る
方
、
ま
た
は
家
で
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
そ
う
と
考
え

て
い
る
方
、
様
々
な
休
日
の

過
ご
し
方
が
あ
る
が
、
私
の

場
合
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
兼

ね
少
し
足
を
延
ば
し
観
光
と

プ
ー
ル
へ
出
か
け
た
。
し
か

し
出
か
け
た
は
い
い
が
、
今

年
の
夏
は
暑
い
。
後
数
年
で

５０
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
人
生
で
一
番
暑
い
夏

で
は
な
い
か
▼
こ
こ
で
目
を

世
界
に
向
け
て
、
世
界
の
最

高
気
温
は
何
度
な
の
か
と
調

べ
て
み
た
。
第
３
位
は
２
０

１
７
年
に
観
測
さ
れ
た
イ
ラ

ン
の
ア
フ
ワ
ズ
で
５３
・

９
℃
、
２
位
は
１
９
３
１
年

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ケ
ビ
リ
で
５５

・
０
℃
、
そ
し
て
１
位
は
ア

メ
リ
カ
の
デ
ス
バ
レ
ー
で
１

９
１
３
年
に
観
測
さ
れ
た
５６

・
７
℃
。
ち
な
み
に
日
本
で

は
２
０
１
８
年
埼
玉
県
熊
谷

市
と
２
０
２
０
年
静
岡
県
浜

松
市
で
と
も
に
４１
・
１
℃
を

観
測
し
た
▼
不
思
議
な
こ
と

に
上
位
二
つ
は
１
９
０
０
年

前
半
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０

５
０
年
夏
に
は
一
部
専
門
家

の
間
で
は
４７
℃
に
達
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に

こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
に
今
一
度
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
て
い
こ
う
。�

（
西
）

　
府
本
部
は
８
月
２
日
、
京
都
テ
ル
サ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
自
治
総
研
と

の
共
催
で
２
０
２
４
京
都
自
治
研
集
会
を
開
催
。
組
合
員
や
自
治
体
議
員

な
ど
１
４
０
人
が
参
加
し
た
。「〝
つ
な
が
り
〟で
創
ろ
う
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ-

ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
な
地
域
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
体
会
で
は
基
調
提
起
と
記
念
講

演
、
分
科
会
で
は
各
単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
が
行
わ
れ
た
。

２
０
２
４
京
都
自
治
研
集
会

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
へ

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
へ

近畿地連スポーツ大会が大阪で開催

野球・バレーとも惜敗

優
秀
賞・自
治
総
研
理
事
長
賞

優
秀
賞・自
治
総
研
理
事
長
賞

生まれ育ったまちと
　住みつづけるまちを
　　愛することからはじめよう
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▲エコステーションで分別回収の呼びかける参加者

▲

で
き
あ
が
っ
た
料
理
は

弁
当
形
式
で
盛
付
け

▲河村副委員長

　

府
本
部
は
７
月
２７
日
、
京

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
労

働
安
全
衛
生
学
習
会
と
し
て

「
体
に
や
さ
し
く
強
く
す
る

料
理
教
室
」
を
開
催
。
６
単

組
２０
人
が
参
加
し
た
。

　

近
年
、
労
働
現
場
で
の
転

倒
に
よ
る
負
傷
や
組
合
員
の

生
活
習
慣
病
な
ど
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
食
生
活
を
改
善

し
、
組
合
員
ひ
と
り
ひ
と
り

が
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
講
師
に
は
管
理

栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
、
自

治
労
山
口
県
本
部
の
河
村
典

子
副
委
員
長
を
招
い
た
。

　

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
山
賊
焼
き
や
ミ
ネ

ス
ト
ロ
ー
ネ
、
か
ぼ
ち
ゃ
サ

ラ
ダ
な
ど
手
分
け
し
て
９
品

の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
た
。
手

軽
に
作
れ
る
よ
う
考
案
さ
れ

た
レ
シ
ピ
を
基
に
和
気
あ
い

あ
い
と
調
理
が
進
み
、
普
段

包
丁
を
使
っ
た
こ
と
の
な
い

参
加
者
も
盛
り
付
け
や
味
の

調
整
な
ど
で
作
る
楽
し
み
も

学
ん
だ
。

　

す
べ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作

り
終
え
た
ら
お
弁
当
形
式
に

盛
り
付
け
、
実
食
し
な
が
ら

講
演
を
受
け
た
。「
ベ
ジ
タ

ブ
ル
ラ
ブ
か
ら
は
じ
め
る
生

活
習
慣
病
予
防
」
と
題
し
、

講
師
は
、「
健
康
的
な
体
を

　

府
本
部
は
７
月
２５
日
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で

単
組
委
員
長
会
議
を
開
催
。

１１
単
組
１７
人
が
参
加
し
た
。

　

委
員
長
会
議
で
は
、
立
憲

民
主
党
の
泉
健
太
代
表
か
ら

国
政
報
告
を
受
け
た
。
泉
代

表
は
党
内
の
選
挙
活
動
や
都

知
事
選
挙
後
の
蓮
舫
議
員
に

対
す
る
批
判
に
つ
い
て
触

れ
、「
党
本
部
と
し
て
ミ
ソ
ジ

ニ
ー（
女
性
差
別
）に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
べ
き
。ま
た
、

選
挙
に
お
け
る
言
葉
遣
い
や

作
り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
が
必
要
」、「
野

菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
や

カ
リ
ウ
ム
は
生
活
習
慣
病
や

高
血
圧
に
効
果
的
」、「
健
康

的
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
め
ざ

す
た
め
、
１
日
３
５
０
ｇ
を

目
標
に
野
菜
を
食
べ
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
活
動
を
通

態
度
に
関
し
て
も
、
過
去
の

男
性
文
化
が
今
の
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
を
認
識
し
、

改
善
が
必
要
だ
」と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
非
正
規
雇
用
の

均
等
待
遇
の
重
要
性
や
、
次

の
政
権
交
代
に
向
け
た
政
策

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
も
言

及
し
、「
民
主
党
政
権
時
代

は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
の
約
束

が
多
す
ぎ
実
行
が
難
し
く
な

っ
た
。
次
の
政
権
で
は
重
点

項
目
を
絞
る
必
要
が
あ
る
」

と
反
省
点
を
あ
げ
た
。

　

最
後
に
、
他
党
と
の
協
力

や
代
表
選
挙
に
つ
い
て
も
触

れ
、
立
憲
民
主
党
へ
の
結
束

を
強
調
し
た
。

じ
て
健
康
づ
く
り
、
快
適
な

職
場
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
。

　

７
月
１５
日
祇
園
祭
の
宵
々

山
。
自
治
労
京
都
市
職
清
掃

支
部
約
５０
人
が
、「
祇
園
祭

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。
そ

の
様
子
を
、
ご
み
収
集
の
現

場
を
研
究
者
と
し
て
調
査
し

て
い
る
立
教
大
学
の
藤
井
誠

一
郎
准
教
授
が
記
事
に
し
た

の
で
紹
介
す
る
。

　

屋
台
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
の
減
量
を
め
ざ
し
た

本
取
組
を
紹
介
し
、
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
リ
ユ
ー
ス

食
器
の
回
収
と
ご
み
の
分
別

回
収
の
呼
び
か
け
に
従
事
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
東
洋
経
済
オ
ン

ラ
イ
ン
の
連
載
記
事
「
ご
み

収
集
の
現
場
か
ら
」
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
「
祇
園
祭
の
『
ご
み
ゼ
ロ

大
作
戦
』
に
参
加
し
て
感
じ

た
こ
と
」（
藤
井
誠
一
郎　

立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福

祉
学
部
准
教
授
著
）。

東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン

https://toyokeizai.net/
articles/-/807393

こくみん共済COOP自治労共済推進本部京都府支部まで
TEL:075-252-5937

詳しくは、

単
組
委
員
長
会
議
で

泉
ケ
ン
タ
代
表
が
国
政
報
告

祇
園
祭「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」

京
都
市
職
清
掃
支
部
が
参
加

府本部労働安全衛生学習会

労安

実
践
！
体
に
や
さ
し
く

実
践
！
体
に
や
さ
し
く

��

強
く
す
る
料
理
教
室

強
く
す
る
料
理
教
室

山 賊 焼 き
【主な材料・1人前】
　鶏モモ肉1枚、塩・胡椒
　付け合わせ：��サニーレタス、�

ミニトマト、レモンなど
【調味料★】 
　しょうゆ大さじ1、酒大さじ2、
　砂糖大さじ1、にんにくチューブ1cm

【作り方】
　①�鶏もも肉に味がしみこみやすくなるようフォーク等で穴をあけ、塩
・胡椒して少し置き、キッチンペーパーで余分な水分をとる。

　②�ポリ袋に調味料★を合わせて調味液を作り、鶏もも肉を漬ける
（15～20分）。

　③220 ℃のオーブンで20分焼く。

－－－ 漬けて焼くだけで、簡単・ボリューミーな一品に －－－

レ

シ
ピを
もとに作ってみ

た

レ

シ
ピを
もとに作ってみ

た

自治労きょうと 2 0 2 4 年 9月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 8 3 号（ 2 ）　


